


NPO法人 劇空間夢幻工房　PLANNING STAGE vol.16

青木 賢治
(夢幻工房劇団員)

村松 沙理亜
(夢幻工房劇団員)

坂本 真由美
(夢幻工房劇団員)

水嶋 義人
(演劇集団 真田CROSSーB)

清水 まなぶ
(シンガーソングライター)

島津 則雄
(ドラマシューレ「星座」)

窪田 裕子
(ことたま座)

松本 恭子
(ことたま座)

アンソニー
　　(パフォーマー)

上田公演上田公演　共催：上田市／上田市教育委員会
日時：2021年2月27日(土)17：00～／2月28日(日)14：00～
会場：サントミューゼ　小ホール
（〒386-0025 長野県上田市天神3丁目15－15）
前売：一般自由席2000円／高校生以下1000円
当日：一般自由席2500円／高校生以下1500円

飯山公演飯山公演　共催：飯山市／飯山市教育委員会
日時：2021年3月21日(日)13：30～
会場：飯山市文化交流館 なちゅら 大ホール
（〒389-2253　長野県飯山市大字飯山1370-1)
前売：一般自由席2000円／高校生以下1000円
当日：一般自由席2500円／高校生以下1500円

長野公演長野公演
日時：2021年3月27日(土)17：00～／3月28日(日)14：00～
会場：松代文化ホール
（〒381-1231 長野県長野市松代町515番地2)
前売：指定席3000円／一般自由席2500円／高校生以下1000円
当日：指定席なし／一般自由席3000円／高校生以下1500円

●上信越自動車道「上田菅平I.C.」から約15分
●北陸新幹線・しなの鉄道・上田電鉄別所線「上田駅」から
　徒歩約7分

●上信越自動車道　長野ICより約5分
　駐車場は台数に限りがあります。
●JR長野駅より　アルピコ交通バス
　「松代八十二銀行前」下車徒歩3分
●しなの鉄道屋代駅・長野電鉄須坂駅より
　長電バス「長野松代総合病院」下車
　徒歩5分

●JR 北陸新幹線 飯山駅より徒歩５分
●上信越自動車道 「豊田飯山 IC」より車で約 15 分

牧　美花
(Violin＆Perc)

■原　作　　江宮 隆之「龍馬の影」
■脚本 /演出　青木  由里　■演出助手　滝澤 里香
■作　曲　　　夢幻音楽プロジェクト
■音源製作　メンター
■舞台設営・照明・音響　株式会社 長野三光
■パネル製作　永正建築　■仮面製作　佐藤 真也
■衣　装　one and only -CHIYO- ／北村 幸子／松本 奈巳  他
■大道具・小道具・広報　ＮＰＯ法人 劇空間夢幻工房
■制　作　　青木  賢治
■協　力　　上田市立博物館／赤松小三郎顕彰会
　　　　　　ドリーム・コンシェル
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劇空間夢幻工房事務局　〒381-2205 長野県長野市青木島町大塚1055-1　TEL/FAX：026-284-6430　E-mail：info@g-mugen.main.jp

長野県内 3都市 巡回公演

駐車台数に限りがありますので公共交通機関をご利用ください。

開場30分前／全二幕（休憩15分） ３歳以下のお子様はご入場不可

夢幻工房巡回公演第２弾は―
動乱の幕末
貧しさを乗り越えて
知恵と才能と熱き志で
日本の未来のために走り続けた男の物語

貧しい武家に生まれた男は
知恵と知識を磨き
信州の山奥から日本の中心に飛び立つ
幾度となく挫折を味わいながらも
誰もが平等に存在できる社会を目指し
坂本龍馬よりも早く議会制民主主義を唱え
攘夷派VS開国派の激化に対しては
「天幕一和」を唱え平和的解決をめざす
全ては日本の明るい未来のために
念ずれば花ひらくと信じて―

維新の影で彗星のごとく光を放つ
その男の名は　赤松小三郎―

《あらすじ》
上田市出身で大学４年の清治、飛鳥、
潤太郎は、幼馴染みで天文マニア。帰
省中の３人は、しし座流星群の火球が
目撃可能というニュースを見て、月窓
寺で待ち合わせる。このお寺には「赤
松小三郎 遺髪の墓」がある。
３人は高校３年の時、選挙制度改正に
より18歳で投票を体験。大学に進学後、
教師を目指す飛鳥は政治に関心がある
が、清治と潤太郎は関心なし。
歴女でもある飛鳥は卒論「日本で初め
て議会政治を唱えた信州の偉人　赤松
小三郎」を執筆中。
清治が生まれた日、流星群の火球が上
空を通過。以来、火球が通過すると不
思議な夢を見るようになった。大学で
天文学を学ぶが、自分の進路を決めき
れず悶々と悩む日々。
月窓寺で火球を見た清治は、不思議
な夢どころかナント！幕末にタイム
スリップしてしまう。そして自覚が
ないまま上田藩士・赤松小三郎（※）
の人生を体験することになり・・・

※赤松小三郎（幼名：芦田清次郎）

信州上田藩の貧しい武家に生ま
れた赤松小三郎は、幼少期から
算盤と数学が大好き、凧づくり
が得意で、太郎山の向こうの世
界に思いを馳せていた。
成績優秀で学問好きな小三郎
は、上田藩の許可を得て江戸に
留学。内田弥太郎の「マテマテ
ィカ塾」に入塾するが、黒船来
航に衝撃を受け、欧米の語学や
技術を貪るように学ぶ。上田藩
主の松平忠固、勝海舟、佐久間
象山や外国人との出会いが小三
郎の運命を変えていく。鎖国か
ら開国に転じた日本は、尊王攘
夷VS公武合体、佐幕VS倒幕の争
いが激化し、徳川幕府は崩壊の
道を突き進む。平和的解決を目
指す小三郎は「天幕一和」を唱
え、議会政治による国民国家を
目指して、戦争回避の道を模索
し懸命に奔走する。そして―

【新型コロナウイルス感染症対策に関するお願い】 ( 会館の使用規定に準じます )
●37℃以上の発熱や咳 ・咽頭痛等の風邪症状がある方、 2 週間以内に感染拡大地域への訪問歴　
　のある方はご来場をお控えください。
●お客様のお名前と連絡先を控えさせていただきます。 　●場内ではマスクの着用をお願いします。
●会場入口における検温 ・手指の消毒にご協力ください。

現代の若者は、小三郎の志を受け継ぐことができるのかー

上田公演
のみ出演

飯山・長野
公演出演


